
静岡市情報公開条例（平成 15年静岡市条例第 4号）の概要 

【条例の目的】 

 この条例は、市民の知る権利を尊重し、公文書の公開を求める権利を明らかにするとともに、公文書の公開に関し必要な事項を定め、もって本市の諸活動を市民に説明する責務が全うされるようにすることによ

り、市政への市民参加の推進と公正で開かれた市政の発展に資することを目的とします。 

 

【条例の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                           

 

公文書の公開義務 

 

実施機関は、公開請求があったときは、公開請求に係る公文書に次

に掲げる情報（非公開情報）のいずれかが記録されている場合を除き、

公開請求者に対し、当該公文書を公開しなければなりません。 

 

（１）個人情報 

（２）法人等に関する情報又は事業を営む個人の当該事業に関する情

報で、公にすることによりこれらのものの利益を害するもの 

（３）公にすることにより、公共の安全と秩序の維持に支障を及ぼす

おそれがある情報 

（４）本市、国等の機関の審議、検討又は協議に関する情報で、公に

することにより審議等の中立性が損なわれ、市民の間に混乱が生

じ又は特定の者に不当に利益を与え、若しくは不利益を及ぼすお

それがあるもの 

（５）公にすることにより、本市、国等の機関の事務又は事業の適正

な遂行に支障を及ぼすおそれがあるもの 

（６）法令秘情報 

※公文書とは 

実施機関の職員が職務上作成し、又は取

得した文書等であって、実施機関の職員

が組織的に用いるものとして、当該実施

機関が保有しているものをいいます。 

 

※実施機関とは 

市長、教育委員会、選挙管理委員会、人事委員会、監査委員、農業委

員会、固定資産評価審査委員会、公営企業管理者、消防長及び議会を

いいます。 

請求者 

１ 公開請求 

※請求者 

何人でも公文書の公開請求をすること

ができます。 

 

実施機関 

１ 受付 

２ 検討 

３ 決定 

（１）全部公開 

（２）一部公開 

（３）非公開 

２ 決定通知書の受
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※利用者の責務 

この条例の定めるところにより公文書

の公開を受けた者は、これによって得た

情報をこの条例の目的に即して適正に

使用しなければなりません。 
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